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用
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ゝ
め

凛として凛として

 

１
．
５
９
こ
の
数
字
は
現
在
の

日
本
の
有
効
求
人
倍
率
で
あ
る
。

バ
ブ
ル
期
を
超
え
て
１
９
７
４
年

１
月
の
１
．
６
４
以
来
の
44
年
ぶ

り
の
数
字
だ
そ
う
で
あ
る
。
「
人

手
不
足
の
は
ず
で
あ
る
」
最
近
は

人
手
不
足
に
よ
り
24
時
間
営
業
を

や
め
た
コ
ン
ビ
ニ
も
あ
る
よ
う
だ

し
、
フ
ァ
ミ
レ
ス
の
営
業
時
間
に

も
影
響
が
出
て
い
る
よ
う
だ
。
こ

の
現
象
は
我
々
農
業
界
に
お
い
て

も
他
人
事
で
は
な
い
。
我
、
Ｊ
Ａ

鶴
岡
の
一
大
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
だ

だ
ち
ゃ
豆
の
収
穫
選
別
の
作
業
員

も
、
年
々
確
保
す
る
の
が
困
難
に

な
っ
て
来
て
い
る
よ
う
だ
。

　

将
来
的
に
は
、
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ

ト
の
普
及
で
こ
の
人
手
不
足
も
解

消
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
い

つ
の
事
か
？
そ
れ
ま
で
は
し
っ
か
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岡
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。
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に
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、
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ

ト
の
普
及
で
こ
の
人
手
不
足
も
解

消
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
い

つ
の
事
か
？
そ
れ
ま
で
は
し
っ
か

り
と
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
ず
一
つ
は
、
枝
豆
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
の
共
選
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

セ
ン
タ
ー
の
開
設
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
生
産
者
の
人
集
め
の
苦
労

も
軽
減
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
農
業
者

の
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
不
足
の

解
消
で
あ
る
。
こ
の
事
は
基
本
的

に
は
後
継
者
の
育
成
で
あ
る
が
、

こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い
。
そ
こ

で
私
の
提
案
で
あ
る
。
生
産
者
が

３
〜
４
人
の
グ
ル
ー
プ
で
年
間
を

通
し
て
一
人
雇
用
し
て
み
て
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。
３
〜
４
人
で
な
ら

ば
仕
事
量
の
確
保
も
給
与
面
で
も

そ
ん
な
に
負
担
に
は
な
ら
な
い
。

是
非
ご
一
考
を
！！
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茂
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。
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特集

 今月の
モデル

ＪＡ鶴岡の「自己改革」の取り組み
鈴木　陽乃ちゃん（0ケ月）

鈴木　俊将さん　（27才）

中京田
ひなの

としまさ

 

　２月に第一子となる長女が生まれました。大雪で
大変な今年にあって生まれた日は晴天だったこと、
みんなを明るく照らして欲しいという想いをこめて
「陽乃」と名付けました。
　新たな希望のもと、更に頑張っていこうと思います。
　また、多くの方々から祝福をいただき、本当にあ
りがとうございます。
　お父さん：俊将さん　　お母さん：優さん
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弁当作りに励む会員。

152世帯に手作りの弁当を届けた。

高
齢
者
世
帯
に
手
作
り
弁
当
を
届
け
る

け
さ
ら
ん
愛
、
愛
サ
ー
ビ
ス　

配
食
サ
ー
ビ
ス

 

助
け
あ
い
の
会
「
け
さ
ら
ん
愛
、
愛

サ
ー
ビ
ス
」
は
２
月
16
日
、
管
内
の
高

齢
者
世
帯
１
５
２
世
帯
を
訪
問
し
、
手

作
り
の
弁
当
を
届
け
た
。 

 

鶴
岡
市
農
村
セ
ン
タ
ー
で
、
会
員
30

人
が
２
８
５
食
の
弁
当
を
作
っ
た
。
地

元
産
食
材
を
使
い
、
「
ち
ら
し
ず
し
」

や
「
サ
ト
イ
モ
巾
着
の
煮
物
」
「
い
た

ど
り
煮
」
「
菊
と
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
ゴ

マ
あ
え
」
「
ワ
ラ
ビ
の
し
ょ
う
ゆ
漬

け
」
な
ど
彩
り
豊
か
な
弁
当
を
完
成
さ

せ
た
。

 

髙
橋
信
子
会
長
は
「
山
菜
を
使
っ
た

２
品
や
、
も
う
す
ぐ
お
ひ
な
さ
ま
な
の

で
ち
ら
し
ず
し
を
取
り
入
れ
た
。
こ
の

弁
当
を
食
べ
て
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
暮

ら
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

 

弁
当
を
受
け
取
っ
た
西
京
田
の
佐
藤

お
ゆ
き
さ
ん
（
89
）
は
「
毎
年
お
い
し

く
い
た
だ
い
て
い
る
。
ど
う
も
あ
り
が

と
う
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

 

こ
の
取
り
組
み
は
、
組
合
員
と
そ
の

家
族
や
地
域
住
民
で
、
お
お
む
ね
70
歳

以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
を
対
象

に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
届

け
て
健
康
づ
く
り
へ
の
貢
献
を
図
る
目

的
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。

茶のたて方を学ぶ受講生。

２期生と３期生で記念写真。

手
作
り
茶
わ
ん
で
お
茶
を
楽
し
む

女
性
大
学
「
第
５
回
き
ら
め
き
カ
レ
ッ
ジ
」

　

２
月
20
日
、
鶴
岡
市
農
村
セ
ン
タ
ー

で
女
性
大
学
「
第
５
回
き
ら
め
き
カ
レ

ッ
ジ
」
を
開
き
、
受
講
生
11
人
が
参
加

し
た
。
「
和
の
心　

お
茶
を
楽
し
む
ひ

と
と
き
」
を
テ
ー
マ
に
、
茶
の
た
て
方

や
茶
席
の
作
法
を
学
ん
だ
。

　

当
Ｊ
Ａ
五
十
嵐
千
代
美
理
事
か
ら
、

長
芋
と
き
な
粉
を
使
っ
た
簡
単
団
子
の

作
り
方
や
、
茶
の
た
て
方
な
ど
を
学
び
、

五
十
嵐
理
事
が
た
て
た
薄
茶
を
い
た
だ

い
た
。
そ
の
後
、
第
１
回
講
座
で
作
成

し
た
抹
茶
茶
わ
ん
を
使
っ
て
、
各
自
が

茶
を
た
て
た
。

　

参
加
者
は
「
抹
茶
の
た
て
方
や
作
法

な
ど
を
学
べ
て
勉
強
に
な
っ
た
。
自
分

で
作
っ
た
茶
わ
ん
で
お
茶
が
飲
め
て
う

れ
し
か
っ
た
」
と
話
し
た
。

　

「
Ｊ
Ａ
の
時
間
」
で
は
、
市
民
を
対

象
に
食
と
農
へ
の
理
解
を
深
め
る
「
あ

ぐ
り
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
の
生
活
文
化
事

業
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

　

講
座
終
了
後
に
は
２
期
生
の
卒
業
式

を
行
っ
た
。
２
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
修
了
し
た
卒
業
生
た
ち
は
、
学
長
の

佐
藤
茂
一
組
合
長
か
ら
修
了
書
を
受
け

取
り
、
「
い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き
、

楽
し
く
た
め
に
な
る
時
間
だ
っ
た
」
と

振
り
返
っ
た
。
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大
玉
化
、省
力
化
に
向
け
た
剪
定
を
学
ぶ

庄
内
柿
専
門
部 

剪
定
講
習
会

剪定の注意点を学ぶ生産者。

　

庄
内
柿
専
門
部
は
１
月
25
日
、
黄
金
防
災
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
剪
定
講
習
会
を
開
い
た
。
関

係
者
17
人
が
出
席
し
た
。

　

講
師
の
酒
田
農
業
技
術
普
及
課
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
専
門
員
の
野
仲
学
さ
ん
が
防
除
基
準
と
剪
定
を
説

明
し
た
。

　

防
除
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
７
年
に
多
く
発
生
し

た
芯
黒
果
対
策
や
落
葉
病
・
害
虫
対
策
と
し
て
５
月

下
旬
か
ら
６
月
中
旬
ま
で
が
特
に
重
要
な
時
期
に
な

る
事
や
他
の
防
除
時
期
、
回
数
を
守
る
よ
う
呼
び
掛

け
た
。

　

市
場
や
消
費
地
は
Ｌ
玉
を
求
め
る
中
、
大
玉
比
率

を
上
げ
る
た
め
、
形
に
こ
だ
わ
ら
ず
充
実
し
た
結
果

母
枝
を
残
す
こ
と
や
早
期
の
摘
蕾
で
大
玉
に
つ
な
が

っ
た
こ
と
な
ど
を
伝
え
た
。

メ
ロ
ン
栽
培
の
土
壌
・
施
肥
の
基
礎
を
学
ぶ

ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン
若
手
生
産
者
講
習
会

 

ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン
若
手
生
産
者
講
習
会
を
２
月
15
日

に
西
郷
支
所
で
開
き
、
若
手
農
家
・
職
員
29
人
が
出

席
し
た
。

 

庄
内
総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課
の
冨
樫
政
博
課

長
補
佐
が
「
ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン
栽
培
に
お
け
る
土
壌
・

施
肥
の
基
礎
」
と
題
し
て
講
演
。
土
壌
の
性
質
と
土

壌
診
断
や
、
砂
丘
地
土
壌
の
特
徴
と
メ
ロ
ン
の
施
肥

の
ポ
イ
ン
ト
、
土
壌
に
由
来
す
る
生
育
障
害
に
つ
い

て
学
ん
だ
。

 

営
農
指
導
員
か
ら
は
、
販
売
先
か
ら
の
需
要
も
高

く
、
近
年
は
高
単
価
で
の
販
売
が
続
い
て
い
る
。
販

売
先
へ
の
安
定
供
給
は
ロ
ッ
ト
が
必
要
と
な
る
た
め
、

生
産
量
の
維
持
拡
大
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
伝
え
ら

れ
た
。

土づくりに関する技術を学ぶ参加者。

アルストロメリアの品種検討で今後の導入に向けサンプルを紹介した。

出
荷
本
数
増
加
に
向
け
て
課
題
共
有

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
専
門
部
、ス
ト
ッ
ク
専
門
部
　
実
績
検
討
会

 

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
専
門
部
と
ス
ト
ッ
ク
専
門
部

は
１
月
31
日
、
そ
れ
ぞ
れ
実
績
検
討
会
を
開
い
た
。

延
べ
50
人
が
出
席
し
た
。

 

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
は
、
生
産
者
の
栽
培
管
理
に

よ
り
生
育
も
順
調
で
18
万
７
０
０
０
本
と
昨
年
を
超

え
る
出
荷
数
量
と
な
り
、販
売
額
も
昨
年
を
上
回
っ
た
。

 

市
場
か
ら
は
「
色
の
バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
安
定
し
て

出
荷
し
て
い
た
だ
い
た
。
他
産
地
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
か
ら
今
後
も
継
続
出
荷
を
」と
期
待
さ
れ
た
。

 

ス
ト
ッ
ク
は
、
例
年
よ
り
も
早
め
に
出
荷
が
始
ま

り
、
本
数
、
販
売
金
額
と
も
に
昨
年
度
同
時
期
に
比

べ
て
上
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
昨
年
度
の
最
終
実
績

に
は
届
い
て
い
な
い
た
め
、
昨
年
度
の
出
荷
本
数
を

超
え
よ
う
と
呼
び
掛
け
た
。

＆
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演
歌
で
健
康
づ
く
り
を
学
ぶ

げ
ん
き
部
会 

学
習
会
・
通
常
総
会

ワ
ナ
ゲ
で
交
流

年
金
友
の
会

　

年
金
友
の
会
ワ
ナ
ゲ
交
流
会
を
２
月
20
日
に
鶴
岡

市
農
村
セ
ン
タ
ー
で
開
き
、
約
１
４
０
人
の
会
員
が

参
加
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
伊
藤
淳
専
務
が
「
健
康
に
留
意
し

な
が
ら
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮
し
て

ほ
し
い
。
交
流
会
を
契
機
に
、
融
和
と
健
康
増
進
に

努
め
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
26
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
一
斉
に
プ
レ
イ
を
開
始
、
一
人
３
ゲ
ー

ム
を
行
っ
た
。

　

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
結

果
、個
人
戦
で
は
同
市
高
坂
の
長
谷
川
富
子
さ
ん
が
、

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
も
含
め
て
合
計
６
３
０
点
の
成
績
で

優
勝
。
ま
た
、
チ
ー
ム
の
合
計
得
点
で
競
う
団
体
戦

で
は
「
田
川
Ａ
」
チ
ー
ム
が
２
年
連
続
優
勝
と
な
っ
た
。

研
修
と
今
年
度
を
統
括

産
直
館
全
体
会
議

大戸氏は替え歌を通じて心の健康を伝えた。

 
２
月
21
日
、
産
直
会
員
・
関
係
者
約
１
４
０
人
が

出
席
し
て
研
修
と
全
体
会
議
を
開
い
た
。

 

（
公
財
）
山
形
県
企
業
振
興
公
社
の
専
門
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
桜
井
真
理
子
氏
が
、
「
お
客
さ

ま
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
農
産
物
直
売
所
〜
さ
ら
な
る

リ
ピ
ー
タ
ー
創
出
の
た
め
に
〜
」
と
題
し
て
講
演
。

 

全
体
会
議
で
は
、
今
年
度
は
天
候
の
影
響
を
受
け

全
体
的
に
品
不
足
だ
っ
た
が
、
全
国
の
産
直
と
の
連

携
に
よ
る
品
ぞ
ろ
え
の
強
化
に
よ
り
、
売
り
上
げ
と

集
客
力
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
や
、
２
０
１

８
年
度
は
販
売
高
８
億
円
を
目
指
す
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。
産
直
館
は
15
周
年
を
迎
え
、
新
名
称
を
募
集

し
７
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
。

　

げ
ん
き
部
会
は
２
月
20
日
、
愉
快
亭
み
や
じ
ま
で

学
習
会
と
第
16
回
通
常
総
会
を
開
い
た
。
関
係
者
21

人
が
出
席
し
た
。

　

学
習
会
は
、
大
戸
眞
澄
氏
が
演
歌
を
使
っ
た
健
康

づ
く
り
と
し
て
、
歌
や
歌
手
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
を
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
で
替
え
歌
な
ど
織
り
交

ぜ
な
が
ら
お
も
し
ろ
お
か
し
く
紹
介
。
参
加
者
は
、

一
緒
に
歌
い
笑
い
あ
っ
て
楽
し
く
健
康
づ
く
り
を
学

ん
で
い
た
。

　

総
会
は
、
２
０
１
７
年
度
の
活
動
内
容
の
他
、
18

年
度
の
活
動
計
画
で
は
学
校
、
市
民
を
対
象
に
し
た

各
種
活
動
を
通
じ
て
そ
ば
打
ち
・
わ
ら
細
工
な
ど
の

伝
承
指
導
を
行
う
こ
と
や
予
算
案
、
役
員
選
任
な
ど

が
承
認
さ
れ
た
。

5

高得点を狙いプレイする参加者。

魅力ある直売所づくりについて学ぶ産直会員。
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JA鶴岡の「自己改革」の取り組み
「組合員に必要とされるJA」になるために

信用事業・共済事業

●地域からの信頼に応え、組合員・利用者から選ばれるアグリ・コミュニティバンクであり続けるめに、
　さまざまな取り組みを行っております。
●行政との連携により農業生産者及び地域に密着した融資を展開しております。
●貯金や貸出金について、組合員に特典のある商品やキャンペーンを展開しております。

①　産直館でのJAカード利用5％割引購入のキャンペ
　ーンを行って、産直館に出荷する生産者を支援して
　います。
②　お客様の利便性を向上するために基幹の2店舗に
　おいて、ATM稼働時間を9時から8時開始へ変更し、
　窓口営業時間を午後4時までに変更しました。
③　当組合内の振込・振替手数料において、組合員に
　ついては半額免除を行っています。
④　年金友の会会員を対象に、ゲートボール交流会、
　グラウンドゴルフ大会、ワナゲ交流会を開催し、高
　齢者の交流、親睦を図っています。
⑤　スポーツ少年団活動を支援するため、サッカーわ
　んぱく杯に協賛しています。

信用事業

共済事業
●病気・災害・交通事故などに対す
　る万一の備えとして、組合員の相
　互扶助により保障する事業です。
　組合員や家族の多様なニーズを
　調査して最適の保障を提供しま
　す。
●窓口担当の業務分担及び体制を
　見直し、お客さまの利便性の向上
　と事業コスト削減に努めます。
●JA鶴岡とJA共済連山形は、地域
　貢献活動の取り組みとして毎年鶴
　岡市へカーブミラーを寄贈してお
　ります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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　ＪＡ鶴岡女性部は1月３１日、山形県立鶴岡中央高
等学校で伝統料理講習会を開きました。
　食文化が多様化する中で地域の郷土料理や伝統
食などの食文化を次の世代へ継承するために今年
初めて企画。
　鶴岡中央高校総合学科家政科学系列食物系２年
の生徒２０人が、女性部員６人の指導のもと、鶴岡の
伝統料理である赤飯、納豆汁、ごま豆腐のあんかけ
の３品を作りました。
　はじめに女性部員の石塚公美さんが蒸し器を使
った、本格的な赤飯の作り方を説明。赤飯ササギの
煮汁の取り方や蒸し方のポイントなどを伝えまし
た。蒸しあがったばかりのツヤツヤの赤飯を見た生
徒からは「おいしそう」と歓声があがっていました。
　また、ごま豆腐作りではすり鉢でごまをするとこ
ろから調理を開始。各班に女性部員がつき、弱火で
じっくり練っている生徒に「とろみがついてくると
一気に固まるから注意して」などと声をかけなが
ら調理を進めていました。
　昔ながらの作り方を学んだ生徒からは「すり鉢
でごまをすったり、納豆をつぶしたりするのが大変
だけど楽しかった」との感想が聞かれました。

女性部　伝統料理講習会 高校生へ
地元の味を
継承!!

赤飯の作り方を説明する石塚公美さん（中央）

すったごまに、
水を加えて溶いて
いきます

どんどん
粘りが
でできました

完成!!

各班に分かれて調理スタート!

こし袋に入れて
ギュ～と
絞ります

1粒1粒に
狙いを定めて……

疲れた…

すごい伸びる～!

火加減に注意しながら、
あんかけを作りました

上手だの～

後
は
味
を

整
え
る
だ
け
!

弱火で練っています



平成28年1月生まれ
父：喜和さん　母：友維さん
（木村慎治・薫さんの孫さん）

平成27年7月生まれ
父：大地さん　母：友花さん

あ
か
ち
ゃ
ん
の
写
真
を
広
報
に
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

お
孫
さ
ん
・
お
子
さ
ん
、
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
総
合
企
画
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

き
っ
と
、
良
い
記
念
に
な
り
ま
す
よ
！

写真掲載のご希望は総合企画課 ☎33-8179 までお気軽にご連絡下さい。

お な ま え　ユニコン君

飼　い　主　加藤　夢羽空くん(地区　水無)

品　　　種　雑種（猫）

名前はお兄ちゃんがテレビ戦隊ゴレンジャーの中から付

けてくれました。今はお姉ちゃんの髪を結ぶゴムで遊ぶ

のが大好きです。学校から帰ると頭を撫でてくれるので

嬉しいです。

大
谷
上

石
塚
想
乃
ち
ゃ
ん

栃
屋

ゆ
づ
き

そ
の

平成28年11月生まれ
父：尚洋さん　母：有佳里さん
（山本正恵さんのお曾孫さん）

ちょっと太りぎみでダイエット中なユニコン君

9 8

職員
紹介

　

農
業
機
械
課
に
所
属
し
７
年
目
に
な
り
ま
し

た
。
営
業
係
と
し
て
鶴
岡
・
大
泉
地
区
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り

大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

子
供
は
高
校
生
の
娘
と
４
才
の
男
の
子
が
お

り
ま
す
が
、
息
子
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
が
大
好
き

で
先
日
は
仙
台
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

に
行
っ
て
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学

校
か
ら
続
け
て
い
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
今
で
も

や
っ
て
い
て
、
試
合
や
指
導
を
し
な
が
ら
汗
を

流
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
機
械
は
年
々
高
性
能
化
し
て
い
ま
す
。

毎
年
覚
え
る
事
も
多
く
な
っ
て
き
ま
す
が
、
今

ま
で
の
知
識
を
生
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
事
を

ど
ん
ど
ん
吸
収
し
て
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

安
在
　
俊
二
さ
ん

農
業
機
械
課

営
業
主
任

『
行
動
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
』

木
村
結
月 

ち
ゃ
ん

馬
町
上

加
藤
慎
太
郎
く
ん

し
ん
た
ろ
う

吉
住
　
　
勝
さ
ん

井
岡

　

全
農
山
形
で
農
業
機
械
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
地
元
の
大
学
を
出
て
、
当
時
の

庄
内
経
済
連
に
入
会
、
生
産
資
材
部
門
を

中
心
に
勤
務
し
、
Ｊ
Ａ
の
方
々
に
は
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

集
落
の
生
産
組
合
長
を
し
て
２
年
に
な

り
ま
す
。
家
で
は
両
親
が
米
と
枝
豆
を
作

っ
て
い
ま
す
。
勤
め
の
傍
ら
、
私
の
農
作

業
は
手
伝
い
程
度
で
し
た
が
、
両
親
も
高

齢
と
な
り
、
こ
の
春
か
ら
は
集
落
の
方
に

委
託
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
農
家
に

生
ま
れ
育
っ
た
身
と
し
て
、
農
業
を
担
う

人
間
に
な
れ
て
い
な
い
事
に
は
、
や
は
り

心
苦
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

後
継
者
不
足
は
地
域
共
通
の
課
題
で

す
。
今
後
ど
の
集
落
で
も
委
託
の
受
け
手

が
い
な
い
と
い
う
問
題
が
起
き
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
集
落
営
農
や
法
人
化
の
検
討

も
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
自
分
に
何
が

で
き
る
か
を
考
え
、
今
後
も
地
域
の
農
業

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
為
に
で
き
る
事
は

　

い
つ
か
は
農
家
継
ぐ
の
か
な
・
・
・
漠

然
と
思
い
な
が
ら
子
供
の
頃
は
嫌
々
手
伝

っ
て
い
た
様
に
思
い
ま
す
。

　

今
は
就
農
し
14
年
経
ち
ま
し
た
。
近
所

に
就
農
し
て
い
る
同
年
代
が
い
る
事
が
ホ

ン
ト
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
青
年
部

で
出
会
っ
た
仲
間
、
野
球
を
通
じ
て
知
り

合
っ
た
方
。
今
は
、
娘
が
ス
ポ
少
野
球
を

し
て
い
る
の
で
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
方
々
。

私
は
出
会
っ
た
方
々
に
は
ホ
ン
ト
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
今
年
は
３
つ
も
大
会
で
優
勝

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
末
娘
が
小
学
校
最
後
の
年
。
親
と

し
て
ス
ポ
少
の
コ
ー
チ
と
し
て
笑
っ
て
終

わ
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

春
の
農
繁
期
に
ス
ポ
少
の
大
会
が
あ
る

の
は
ホ
ン
ト
に
大
変
で
す
。
で
す
が
人
生

80
年
、
残
り
半
分
は
楽
し
く
農
業
出
来
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

菅
原
　
　
剛
さ
ん

勝
福
寺

組合員
紹介私の思い・みなさんに伝えたい

!!

繋
が
り
に
感
謝

む う あ
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で
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
方
々
。

私
は
出
会
っ
た
方
々
に
は
ホ
ン
ト
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。
今
年
は
３
つ
も
大
会
で
優
勝

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
末
娘
が
小
学
校
最
後
の
年
。
親
と

し
て
ス
ポ
少
の
コ
ー
チ
と
し
て
笑
っ
て
終

わ
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

　

春
の
農
繁
期
に
ス
ポ
少
の
大
会
が
あ
る

の
は
ホ
ン
ト
に
大
変
で
す
。
で
す
が
人
生

80
年
、
残
り
半
分
は
楽
し
く
農
業
出
来
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

菅
原
　
　
剛
さ
ん

勝
福
寺

組合員
紹介私の思い・みなさんに伝えたい

!!

繋
が
り
に
感
謝

む う あ
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キャベツ
～世界中で愛される定番の万能野菜～

農
業
・
農
政
情
報
+

農
業
・
農
政
情
報
+

Ｊ
Ａ
鶴
岡
発
信

農
業
者
の
た
め
の
労
災
保
険
の
ご
案
内

【
農
業
者
の
方
も
労
災
に
加
入
で
き
ま
す
】

葉が鮮やかな緑
色で張りとつやが
ある

切り口のサイズは500
円玉より小さい方が
良いといわれている

切り口が大き過ぎ
るものは、収穫適
期を過ぎて葉が堅
い場合がある

冬キャベツはしっかりと葉が
巻かれてずっしりと重みがあ
るものが良い

新聞紙は軽く湿らせると
乾燥防止に◎

寒い時期は丸ごとであれば冷暗所での保存もOK
（乾燥しないように必ず新聞紙に包むこと）

ビタミンK

カルシウム

ビタミンUは別名「キャベジ
ン」。胃の粘膜を修復し、胃
潰瘍や十二指腸潰瘍の予
防に効果が期待できる。また
消化酵素のジアスターゼは、
胃酸過多、胃もたれや胸焼
けなどの緩和に効果がある

　

労
災
保
険
は
、
本
来
、
労
働
者
の
業
務
ま
た
は
通
勤
に

よ
る
負
傷
、
疾
病
、
傷
害
、
死
亡
な
ど
に
対
し
て
保
険
給

付
を
行
う
制
度
で
す
が
、
加
入
義
務
の
な
い
農
業
者
の
方

も
一
定
の
要
件
の
も
と
に
特
別
加
入
と
い
う
形
で
任
意
加

入
が
で
き
ま
す
。
【
こ
ん
な
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
】

　

特
別
加
入
制
度
は
、
次
の
Ａ
〜
Ｃ
、
三
つ
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

Ａ　
特
定
農
作
業
従
事
者

　

 

年
間
の
農
業
生
産
物
総
販
売
額
三
百
万
円
以
上
ま
た   

は
、
経
営
耕
地
面
積
が
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
規
模

の
方
で
農
作
業
に
従
事
し
て
い
る
方
。

Ｂ　
指
定
農
業
機
械
作
業
従
事
者　

　
　

自
営
業
者
（
兼
業
農
家
を
含
む
）
の
方
で
、
指
定
さ

　
　

れ
た
機
械
を
使
用
し
農
作
業
を
行
う
方
。

Ｃ　
中
小
企
業
主

　
　

常
時
三
〇
〇
人
以
下
の
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
者

本
人
及
び
そ
の
家
族
の
方
。
ま
た
は
、
年
間
一
〇
〇

日
以
上
に
わ
た
り
労
働
者
を
使
用
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
方
で
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
方
。

　

ご
加
入
を
ご
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
農
業
支
援
室

（
☎
２
９―

０
４
５
５
）
ま
で
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

丸ごとの場合はポリ袋に
入れて、カットしたらラ
ップに包んで冷蔵庫の野
菜室で保存する

カットすると断面が変
色して傷みやすい。外
側の葉からはがして使
うと日持ちする。一番
外側の葉を捨てずに
残し、その葉で全体を
覆って保存すると乾燥
しにくい切り口（芯）、カットした

断面を下にして保存

春キャベツ（春玉）
春に収穫する品種で
「新キャベツ」とも呼ば
れる。巻きが緩やかで
葉が柔らかく、中心部ま
で黄緑色でみずみずしく生でも甘味があ
る。サラダや浅漬け、蒸したり炒めたり、さ
まざまな食べ方で楽しめる

冬キャベツ（寒玉）
冬に収穫する品種で
冬玉（寒玉）ともいわれ、
1～3月ころに収穫され
る。形はへんぺいで色
が薄く、葉がぎっしりと詰まっていて重み
がある。葉はやや堅め。糖度が高くて日
持ちが良く、加熱しても形崩れしにくい

夏キャベツ（高原キャベツ）
長野県や群馬県な
どの高地で栽培さ
れ、初夏～秋に収穫
される品種。高原キャ
ベツとも呼ばれる。基本的に冬キャベツ
（寒玉）の改良品種で、寒玉と春玉の中
間的な特徴を持つ。甘味があり、保存性
に優れる

芽キャベツ
茎に付く脇芽が丸く
なったもので、サイズは
2～4cm程度。少し苦
味があるが、ビタミンCが豊富で特有の
甘味もあり、加熱するとホクホクとした食
感が楽しめる。出回り時期は12～3月ころ

乾燥によるしおれや
ひび割れなどがな
いかもチェック

切り口は白くて
変色がなく、み
ずみずしいもの
が新鮮

春キャベツは葉
の巻きが緩く、見
た目より軽いも
のが良い

期待される効能
風邪予防、がん予防、胃潰瘍予防など

風邪予防や
肌荒れの
改善に

ビタミンK

血液を凝固
させる作用や、
骨にカルシウ
ムを沈着させ
る働き骨を丈夫にする

作用がある



季節農業用自動車保障特約の対象農業自動車を拡大します。
いままでは田植機、コンバイン、薬剤散布機だけでしたが平成30年4月から

一例のとおりの対象車種へ拡大になります。
これから加入を検討される方はお近くのＪＡ窓口へご相談下さい。

ダイコン飯ダイコン飯

米をといで、ざるにあげておく。ダイコン・ニンジ
ンはさいの目に、ひじきは水に漬けて戻しておく。
①の材料と合わせだしを炊飯器に入れ、炊き込みモ
ードで炊き上げる。
炊き上がったら蒸らしてかき混ぜ、器に盛り付け
る。

❶

❷

❸

作　り　方

◎ポイント　炊き込みご飯を万能の合わせだしで、
具材を変えていろいろ炊いてみましょう。

米　　　　　 　　２合
ダイコン　　10㎝ほど
ニンジン　　　 1/4本
乾燥ひじき　 大さじ１

合わせだし
　かつおだし　3/4カップ
　薄口しょうゆ　小さじ2
　みりん　　　　小さじ2
　料理酒　　　　小さじ2

【材　料】（3人前）

レシピ
の

ご案内

地元食材で挑戦 !! 地産地消
クッキング
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植
付
機

枝豆用定植機

収
穫
機

農
業
用
薬
剤
散
布
車

枝豆収穫機枝豆収穫機 普通型コンバイン・大豆ソバ収穫

枝豆・大豆防除 乗用管理機　大豆防除・中耕作業 農業用薬剤散布車

共済課からのお知らせ

用語 農業用自動車（一例）

調理：「キッチン晴人」のオーナーシェフ　永井智一



　

福
原
委
員
長
体
制
の
今
年
度
、

青
年
部
と
し
て
と
て
も
充
実
し

た
活
動
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
最
初
の
事
業
は
食
育
活

動
と
し
て
５
月
に
七
窪
思
恩
園

で
の
野
菜
苗
の
定
植
か
ら
始
ま

り
、
６
月
に
は
江
戸
川
の
小
学

校
17
校
へ
出
向
い
て
の
稲
作
特

別
授
業
、
そ
し
て
７
月
に
は
盟

友
同
士
の
交
流
を
目
的
と
し
た

支
部
対
抗
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で

は
西
郷
支
部
が
優
勝
し
ま
し
た
。

10
月
に
は
江
戸
川
区
民
ま
つ
り

で
は
盟
友
の
方
々
が
作
っ
た
農

産
物
を
販
売
し
、
つ
る
お
か
大

産
業
ま
つ
り
で
は
焼
き
そ
ば
と

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
販
売
し
大

　

福
原
委
員
長
体
制
の
今
年
度
、

青
年
部
と
し
て
と
て
も
充
実
し

た
活
動
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
最
初
の
事
業
は
食
育
活

動
と
し
て
５
月
に
七
窪
思
恩
園

で
の
野
菜
苗
の
定
植
か
ら
始
ま

り
、
６
月
に
は
江
戸
川
の
小
学

校
17
校
へ
出
向
い
て
の
稲
作
特

別
授
業
、
そ
し
て
７
月
に
は
盟

友
同
士
の
交
流
を
目
的
と
し
た

支
部
対
抗
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で

は
西
郷
支
部
が
優
勝
し
ま
し
た
。

10
月
に
は
江
戸
川
区
民
ま
つ
り

で
は
盟
友
の
方
々
が
作
っ
た
農

産
物
を
販
売
し
、
つ
る
お
か
大

産
業
ま
つ
り
で
は
焼
き
そ
ば
と

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
販
売
し
大

盛
況
で
し
た
。
新
米
贈
呈
事
業

で
は
管
内
の
「
黄
金
保
育
園
」

へ
盟
友
た
ち
か
ら
い
た
だ
い
た

新
米
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

各
支
部
に
お
い
て
も
様
々
な

地
域
密
着
の
活
動
が
行
わ
れ
、

青
年
部
の
活
力
が
十
分
発
揮
で

き
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
各
種

事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
盟
友
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

そ
し
て
来
年
度
も
青
年
部
活

動
を
一
層
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！
新
規
盟
友
随
時
募
集

中
！

盛
況
で
し
た
。
新
米
贈
呈
事
業

で
は
管
内
の
「
黄
金
保
育
園
」

へ
盟
友
た
ち
か
ら
い
た
だ
い
た

新
米
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

各
支
部
に
お
い
て
も
様
々
な

地
域
密
着
の
活
動
が
行
わ
れ
、

青
年
部
の
活
力
が
十
分
発
揮
で

き
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
各
種

事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
盟
友
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

そ
し
て
来
年
度
も
青
年
部
活

動
を
一
層
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！
新
規
盟
友
随
時
募
集

中
！

女
性
部
だ
よ
り

青年部だより

12

1年間の活動の振り返り1年間の活動の振り返り

伝統料理を持ち寄り、地域の食文化を見直す伝統料理を持ち寄り、地域の食文化を見直す

つるおか大産業まつり。

熱戦が繰り広げられたボウリング。

七窪思恩園食育授業。

作り方を教え合いながら楽しく会食。

いももちの作り方を学ぶ参加者。

　

上
郷
支
部
は
２
月
24
日
、

「
第
８
回
い
た
だ
き
ま
す
！
」

を
三
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
で
開
き
、
部
員
や
市

民
な
ど
約
40
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

石
塚
公
美
上
郷
支
部
長
は

「
プ
チ
あ
じ
自
慢
大
会
改
め
、

い
た
だ
き
ま
す
に
行
事
名
を

変
更
し
て
一
年
ぶ
り
に
開
い

た
。
地
域
の
食
文
化
を
改
め

て
見
直
し
、
私
た
ち
が
次
の

世
代
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

第
１
部
で
は
、
水
無
の
斎

藤
伊
登
子
さ
ん
と
宮
田
文
さ

ん
を
講
師
に
「
い
も
も
ち
」

　

上
郷
支
部
は
２
月
24
日
、

「
第
８
回
い
た
だ
き
ま
す
！
」

を
三
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
で
開
き
、
部
員
や
市

民
な
ど
約
40
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

石
塚
公
美
上
郷
支
部
長
は

「
プ
チ
あ
じ
自
慢
大
会
改
め
、

い
た
だ
き
ま
す
に
行
事
名
を

変
更
し
て
一
年
ぶ
り
に
開
い

た
。
地
域
の
食
文
化
を
改
め

て
見
直
し
、
私
た
ち
が
次
の

世
代
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

第
１
部
で
は
、
水
無
の
斎

藤
伊
登
子
さ
ん
と
宮
田
文
さ

ん
を
講
師
に
「
い
も
も
ち
」

の
作
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
イ
タ
ド
リ

を
使
っ
た
山
菜
料
理
や
干
し

柿
の
白
あ
え
、
昆
布
煮
な
ど
、

約
30
品
の
家
庭
料
理
を
バ
イ

キ
ン
グ
形
式
で
試
食
。
参
加

者
同
士
作
り
方
を
教
え
合
い

な
が
ら
、
各
家
庭
の
料
理
を

味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
昔
な
が
ら
の

料
理
の
作
り
方
を
親
か
ら
聞

か
な
い
で
し
ま
っ
た
け
ど
、

こ
う
や
っ
て
地
域
で
教
え
て

も
ら
え
て
あ
り
が
た
い
。
自

分
が
作
っ
た
も
の
を
皆
か
ら

お
い
し
い
と
言
っ
て
も
ら
え

て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
笑
顔

で
話
し
ま
し
た
。

の
作
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
イ
タ
ド
リ

を
使
っ
た
山
菜
料
理
や
干
し

柿
の
白
あ
え
、
昆
布
煮
な
ど
、

約
30
品
の
家
庭
料
理
を
バ
イ

キ
ン
グ
形
式
で
試
食
。
参
加

者
同
士
作
り
方
を
教
え
合
い

な
が
ら
、
各
家
庭
の
料
理
を

味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
昔
な
が
ら
の

料
理
の
作
り
方
を
親
か
ら
聞

か
な
い
で
し
ま
っ
た
け
ど
、

こ
う
や
っ
て
地
域
で
教
え
て

も
ら
え
て
あ
り
が
た
い
。
自

分
が
作
っ
た
も
の
を
皆
か
ら

お
い
し
い
と
言
っ
て
も
ら
え

て
う
れ
し
か
っ
た
」
と
笑
顔

で
話
し
ま
し
た
。
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郵
便
は
が
き

料
金
受
取
人
払
郵
便

鶴
岡
市
日
吉
町
3番
7号

JA
鶴
岡

「
組
合
員
の
声
」
　
　
係
 行
き

「
ふ
れ
あ
い
伝
言
板
」
係
 行
き

鶴
岡
局
承
認

差
出
有
効
期
限

平
成
3
0
年
4
月

1
4
日
ま
で

（
切
手
不
要
）

4
5

※
差
し
支
え
な
け
れ
ば
ご
記
入
く
だ
さ
い

お
名
前（
フ
リ
カ
ナ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
齢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
　
　
　
　
　
　
　
男
　
・
　
女

ご
住
所
　
〒

お
電
話
番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匿
名
を

　
　
　
　
　（
　
　
　
　
　
）　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
希
望
す
る
　
・
　
希
望
し
な
い

※
ポ
スト
に
投
函
さ
れ
る
か
、下
記
の
無
料
フ
ァ
ッ
ク
ス
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
送
信
下
さ
い

〈
無
料
フ
ァ
ッ
ク
ス
ダ
イ
ヤ
ル
〉 
08
00
-8
00
-5
09
0

（キリトリ線）

以上の全議案を慎重審議の上、全て原案通り
議決されました。

第１号議案　平成29年度　全国監査

機構期中監査Ⅲ改善指

示書について

第２号議案　固定資産（中央センタ

ー車検用複合試験機）

の取得について

第３号議案　固定資産（大泉エリア

電話交換機）の取得に

ついて

第４号議案　平成28年産大豆の本精

算について

第５号議案　「お客さま本位の業務

運営に関する方針」の

決定について

福祉

＜ケアマネージャーに任せて安心！＞　☎25-4345
介護全般のご相談・介護認定の申請代行・介護サービス計画(ケアプラン)
の作成・各種介護サービスの調整など、ご自宅で生活を続けるための最初の
窓口となります。
是非ご気軽にご相談下さい。
＜ヘルパーがご自宅でお手伝い！＞　☎25-4345
ご自宅でのおむつ交換や食事、入浴のお手伝いなどご家族様の負担を少しで
も軽くできるようお手伝いさせていただきます。介護が不安なときは、訪問
ヘルパーにご相談ください。
＜福祉用具を使って介護を楽に！＞　☎25-4345
一人一人の症状やご自宅の環境に合った福祉用具の選定からご利用までをお
手伝い致します。すまいるプラザ内に福祉用具展示コーナーもございますの
で、実際に見て触っていただく事もできます。また、施設内にはケアマネー
ジャーもおりますので、初めての方でも安心してご相談ください。
＜げんき館へ通って楽しむ！＞　☎29-7725
日常生活の充実や身体の維持向上など、介護をしている家族の負担を軽減す
ることも含め、利用者様の自立生活を支援いたします。皆様が喜んで頂ける
ようなレクレーションやイベントにも取り組んでおります。　　　
＜愛あい館に泊まってリフレッシュ！＞　☎64-0605
介護、要支援の方が期間を決めてお泊まりできる施設です。農作業の繁忙期、
介護に疲れた時、外出や旅行、冠婚葬祭など生活に応じてご利用ください。

JA鶴岡の介護保険事業は、地域の皆様への恩返しJA鶴岡の介護保険事業は、地域の皆様への恩返し

介護のことでお悩み
なら…?!

福祉課に
ご相談下さい！



▼
大
雪
、
そ
し
て
寒
さ
厳
し
い
中
の
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
た
だ
た
だ
感
動
。
本

当
に
癒
さ
れ
て
い
る
毎
日
で
す
。
私
も

上
達
も
な
い
ま
ま
の
趣
味
に
通
っ
て
18

年
目
。
今
年
は
少
し
真
面
目
に
練
習
し

て
み
よ
う
か
な
？ 

　
　
　
　
　
（
大
淀
川
／
70
代
女
性
）

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
多
く
の
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
同
じ
よ
う
に
感
動
し
て
い
ま

し
た
。
２
年
後
に
は
東
京
で
こ
の
感
動

が
あ
る
と
思
う
と
ド
キ
ド
キ
し
ま
す
ね
。

▼
先
日
は
手
作
り
弁
当
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
色
と
り
ど
り
で
、

と
て
も
き
れ
い
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

ど
れ
を
食
べ
て
も
主
人
と
私
の
口
に
合

っ
て
、
言
葉
で
は
表
せ
な
い
お
い
し
さ

で
し
た
。
特
に
イ
タ
ド
リ
の
け
ん
ち
ん

が
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
作
っ
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
、
寒
い
中
本
当
に
ご
苦
労

様
で
し
た
。
皆
様
も
体
に
気
を
付
け
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
広
／
女
性
）

　

今
月
号
の
広
報
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
、
け
さ
ら
ん
愛
、
愛
サ
ー

ビ
ス
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
御
礼

の
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

と
も
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
！

クロスワードのこたえ 組合員の声 直通便

■正解者の中から、抽選で５名様にＪＡ鶴岡事
業利用券をプレゼント致します。『組合員の声』の
みのご利用の場合、記入なさらなくても結構です。

ふれあい伝言板
■広報に対するご意見、ご感想のほか、誰かに
伝えたい・聞いてほしい話などなんでも結構で
す。皆様のあたたかいお声をお待ちしています。

■ＪＡ事業に対する皆様の声をお聞かせ下さい。頂いたご意
見は匿名にて広報へ掲載させて頂く場合があります。

ふれあい伝言板・
組合員の声
応募用ハガキ
　ＪＡ鶴岡ではよりよいサービス

提供のため、皆様の声を大切にし

ています。皆様の声の窓口として、

「組合員の声直通便」ハガキをご

用意いたしましたので、このまま

切り取ってぜひご利用下さい。

　また、このハガキはクロスワー

ドパズルの応募用、ふれあい伝言

板への投稿用にもお使いいただけ

ます。

Crossword Puzzle

ネコヤナギ先月号の答え

1
2
3
4

5

8
9

11
13
15
16
17

春の野に咲く黄色い花
タカに似た大きな鳥
『考える人』を作った彫刻家
試合中のボクサーに指示を出したり手
当てをしたり
肥料の三要素は窒素、──酸、カリウ
ムです
足の速い人のこと。神様の名前です
神社や寺で引きます
went は go の──です
映像が──的に見える3D映画
春の山を薄いピンク色に染める花
光が当たると反対側にできます
旧国名の一つ。現在の三重県の大部分

2
4
6
7
9

10
12

14
16
17
18
19

稲の種をまいて育てる場所
ミツバやパクチーは──科の植物です
進物に付けます
煮ても生でもおろしてもおいしい野菜
寒冷の反対語
この箱の──は何か当ててみて！
給与から税金や社会保険料などを引い
た残り
日本で作った物のこと
床の間に飾る物の一つ
かまぼこの土台になります
──は身を助ける
工事が終わって建築物が出来上がるこ
と

色付きマスの文字をA～Dの順に並べてできる言葉はなんでしょう？締切は4月9日。どしどしご応募下さい！
正解者の中から抽選で5名様に、1,000円分の『JA鶴岡お買物券』をプレゼント！ご応募お待ちしております！

タテのカギ ヨコのカギ

■けさらんちゃんへのメールは、kesaran@ja-tsuruoka.or.jp までどうぞ！

ふ
れ
あ
い

　
伝
言
板



15

定
期
灯
油
配
送
終
了
の

お
知
ら
せ

 
灯
油
の
定
期
配
送
に
つ
き
ま

し
て
は
３
月
末
日
を
も
っ
て
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
そ

れ
以
降
は
お
手
数
で
は
あ
り
ま

す
が
お
電
話
等
で
の
ご
注
文
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

 

定
期
配
送
契
約
者
の
方
々
に

つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
以
降
も

割
引
価
格
で
提
供
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

春
の
タ
イ
ヤ
交
換
ま
つ
り
開
催

 

次
の
日
程
で
タ
イ
ヤ
交
換
ま

つ
り
を
開
催
致
し
ま
す
。
通
常

価
格
か
ら
半
額
以
下
の
大
特
価

で
実
施
致
し
ま
す
の
で
、
お
得

な
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
開
催
期
日
】

　

平
成
30
年
４
月
８
日
（
日
）

　

午
前
９
時
よ
り
16
時
ま
で

【
開
催
場
所
】

　

中
央
セ
ン
タ
ー
と
西
郷
セ
ン

タ
ー

※

交
換
し
た
タ
イ
ヤ
の
洗
浄
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
下
さ
い
。

※

特
に
午
前
中
は
混
み
合
い
ま

す
の
で
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て

お
越
し
下
さ
い
。

棚
卸
に
伴
う
生
産
資
材
店
舗

営
業
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

 

３
月
31
日
（
土
）
に
生
産
資

材
全
店
舗
一
斉
に
棚
卸
を
実
施

致
し
ま
す
。

　

午
後
か
ら
休
業
に
な
り
ま
す

の
で
、
資
材
の
注
文
は
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

無
休
営
業
の
お
知
ら
せ

　

コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、

春
の
繁
忙
期
を
迎
え
る
皆
様
の

た
め
、
土
日
・
祝
日
も
休
ま
ず

「
コ
ン
ポ
ス
ト
バ
ラ
」
の
受
け

渡
し
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
無
休
営
業
期
間
】　

３
月
24
日
（
土
）
〜
５
月
６
日

（
日
）

【
受
け
渡
し
時
間
】　

午
前
８
時
３
０
分
〜
午
後
５
時

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鶴
岡
市
コ
ン
ポ
ス
ト
セ
ン
タ
ー 

☎
24―

７
４
５
４

段
ボ
ー
ル
価
格
改
定
に
つ
い
て

　

段
ボ
ー
ル
原
料
の
古
紙
価
格

の
上
昇
に
伴
い
、
平
成
30
年
４

月
納
品
分
よ
り
、
段
ボ
ー
ル
の

価
格
を
値
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
約
10

％
の
値
上
げ
と
な
る
見
込
み
で

す
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
大
変

申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご

理
解
を
賜
り
ま
す
様
、
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　

け
さ
ら
ん
２
月
号
に
お
い
て
、

次
の
箇
所
で
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、

左
記
の
通
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

①
15
ペ
ー
ジ

「
南
支
所　

資
材
店
舗
」
の
営

業
時
間
に
つ
い
て

誤
17
：
00
↓
正
17
：
15

 

大
寒
卵
と
い
う
言
葉
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
養
鶏
が
発
達

し
た
現
在
は
、
い
つ
で
も
卵
を

入
手
で
き
ま
す
が
、
昔
は
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
冬

の
寒
さ
で
、
鶏
の
産
卵
数
が
少

な
く
な
り
、
寒
い
こ
と
が
原
因

で
、
水
の
摂
取
量
が
減
り
、
飼

料
を
多
く
食
べ
た
の
で
す
。
そ

ん
な
環
境
で
産
む
卵
は
、
１
年

の
う
ち
で
最
も
栄
養
価
が
高
い

卵
と
な
り
、
「
大
寒
卵
を
食
べ

る
と
、
１
年
を
健
康
で
過
ご
す

こ
と
が
出
来
る
」
と
言
わ
れ
て

当
然
の
食
べ
物
と
い
う
事
が
言

え
ま
す
。

　

ま
た
、
風
水
で
は
「
大
寒
の

卵
」
は
、
金
運
と
健
康
運
を
呼

ぶ
縁
起
物
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
ほ
ぼ
毎
日
卵
を
食
べ

て
い
る
の
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
大
寒
に
食
べ
金
運
と

健
康
運
を
手
に
入
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。
実
感
は
あ
り
ま
せ

ん
が
。

　
広
報
委
員
　
五
十
嵐
　
敦

　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
川
）

I N F O R M A T I O N JAからの お知らせ

＜山形県内JA発行キャッシュカードによる他金融機関ご利用手数料
キャッシュバックサービスの見直しについて＞

　平成３０年４月１日より、山形県内のJAが発行するキャッシュカードを使って、他金融機関
ＡＴＭをご利用した際のご利用手数料のキャッシュバックサービスを、下記のとおり見直し
（廃止）させていただきます。
　なお、県内・全国ＪＡのＡＴＭをご利用の場合は、全時間帯において引続きご利用手数料が
終日無料でご利用いただけます。
　ご不明な点等がございましたら、最寄りの支所・支店へお問い合わせください。

（金額︓税込） 

※1 時間内︓平日 8︓45～18︓00、土曜 9︓00～14︓00　　　時間外︓平日・土曜の上記以外および日曜・祝日  

左記３行以外の
金融機関

時間内 ※1
（平日・土曜） × ×

外間時 ※1

時間内 ※1
（平日・土曜）

外間時 ※1

キャッシュバック
廃止 × ×

無料

無料

キャッシュバック
対象

キャッシュバック
廃止

キャッシュバック
対象

キャッシュバック
廃止108円

︓キャッシュバック対象（上限︓１０８円）

（平成30年４月１日現在）

︓変更点（廃止）

コンビニ日休・日曜引取

ご
入
金

ご
出
金

山 形 銀 行
荘 内 銀 行
きらやか銀行 

MICS提携金融機関 全国の都銀・地銀・信金・信組・労金等 
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暮らしに幸せ運ぶ

組合員募集のお知らせ組合員募集のお知らせ
　組合員ご家族の皆様、農業後継者・作物部会員・産直出荷者の皆様、ＪＡ女
性・青年組織構成員の皆様、ＪＡ鶴岡の組合員になりませんか？
　管内に在住の方であれば、１口3000円からの出資で組合員になることができ
ます。組合員になることで、各種ローンのご利用や文化活動への参加など、
様々な事業利用が可能となります。また、産直館や給油所等の利用でポイント
が貯まる「けさらんハッピーポイントカード」を加入者全員に発行し、新規加入特典として500円相当のポ
イントを付与してお送りいたします。
　組合員加入はＪＡ鶴岡の各支所・支店で受け付けしております。ご不明な点は、ＪＡ鶴岡各支所・支店、
または総務課（℡23-5090）までお気軽にお問い合わせください。


